第95回[2019年度]日本選手権水泳競技大会
水球競技(男子・女子)　最終予選会　実施要項

◇主　催	公益財団法人日本水泳連盟
◇主　管	一般社団法人静岡県水泳連盟、公益財団法人日本水泳連盟水球委員会
◇期　日	2019年9月21日(土)・22日(日)・23日(月祝)
◇会　場	古橋広之進記念・浜松市総合水泳場ToBiO(浜松市西区篠原町23982-1)
[bookmark: OLE_LINK2]◇競技方法および参加資格
【男子】
①本選参加チーム(3チーム)と順位を決定する。ただし、既に本選参加資格を得ているチームの状況(参加辞退等)によって、本選参加チーム数は変動する可能性がある。
　　※参考：本選参加8チームの内訳〔前年度2位までのシードチーム(2)、日本学生選手権上位2チーム(2)、日本高校選手権獲得チーム(1)、最終予選会代表3チーム(3)〕
②下記ａ)ｂ)ｃ)の項目によって出場権を獲得した最大19チームにより、適正な方法で行う。
[bookmark: _Hlk11073254]ａ)地区予選会に参加し、出場権を獲得したチーム。※( )内の数字は各地区の出場枠数
［北海道東北(1)・関東(3)・北信越(1)・東海(1)・近畿(2)・中国(1)・四国(1)・九州(1)］
　　ｂ）日本高校選手権2・3位のチーム(2) 、日本学生選手権3・4位のチーム(2)
　　ｃ）当年度の関東学生リーグの上位2チームと関西学生リーグの上位1チーム、及び日本学生選手権中部地区予選会の上位1チーム(4)。ただし、該当チームが本選および最終予選会の出場権を既に得ている場合は、その次の順位のチームとする。
【女子】
1 本選参加チーム(8チーム)と順位を決定する。
2 地区予選会で出場権を獲得した以下の最大16チームにより、適正な方法で行う。
ａ）地区予選会に参加し、出場権を獲得したチーム。※( )内の数字は各地区の出場枠数
［北海道東北(1)・関東(5)・北信越(1)・東海(1)・近畿(3)・中国(1)・四国(1)・九州(1)］
　　ｂ）上記に加え、前年度日本選手権獲得チームが所属する地区と第2位のチームが所属する地区に、それぞれ出場枠(1)を与える。 
[bookmark: OLE_LINK3]※参加枠に満たない地区があった場合は、前年度日本選手権第3位(順次4位まで)のチームの所属する地区に出場枠を増枠し、16チームに満たない場合、前年度日本選手権最終予選上位チーム(日本選手権4位までのチームを除く)の所属する地区に順に出場枠を増枠する。
◇申込み規定(エントリー)
(1)資格
①チームおよび選手は、2019年度(公財)日本水泳連盟登録団体および登録競技者であること。
②監督は、チームの代表者として所属する選手や関係者の動向に責任を持ち、競技中はベンチに常駐できるものであること。また、本連盟の公認コーチ・水泳指導員等の資格保持者であることが望ましい。特別な理由がある場合、水球委員会の協議をもって変更を認める事がある。
③既存の学校や企業等の名称で参加する場合は、その団体に正式に所属している競技者のみで編成されていること。
外国籍の選手は、公益財団法人日本水泳連盟外国籍競技者登録細則に則って競技者登録されていること。また、１チームにつき最大2名とする。
(2)制限
1 1チームにつき、選手15名以内・監督1名・スタッフ4名以内とする。ただし、試合に参加できるのは規則とおり選手13名以内・監督1名・スタッフ2名以内であり、当該試合開始の30分前までにメンバーを申告（メンバー表を提出、試合毎のメンバー変更可）する。
2 本大会に関わる全てのチームは、各予選会の申込締切りから本選終了までの期間、その選手構成の変更、並びに他の参加チームとの重複、および移籍(競技者の登録団体異動)は認められない。ただし、日本高校選手権で出場権を得たチームについては、制限内で選手の追加を認める。
3 外国籍の選手は1チームにつき2名以内とする。但し、留学生等で正科生として大学・高校等に在籍する場合は外国籍選手としての制限外とする。
4 監督は、男女間含め複数のチームにエントリーすることはできない。監督以外のスタッフは、男女チーム間においてのみ兼任を認める。日本学生選手権・日本高校選手権で参加権を得たチームに関しては、本大会または最終予選会エントリーに際して監督・スタッフの変更を認める。
5 メディカルスタッフは2名まで参加でき、複数のチームにエントリーすることができる。競技中はベンチ外の指定されたエリアに入ること。
6 本大会での各チームにおける最終試合において出場停止処分が科された場合、当該チームの次の試合及び次年度の日本選手権本選を対象とする。外国籍選手が対象の場合で本人が在籍しない場合、そのチームの外国籍選手を対象とする。出場停止処分試合数は、(公財)日本水泳連盟水球委員会によって通知される。
 (3)申込み方法
参加チームは、所定の参加申込書(本連盟HPからダウンロードする)に必要事項を記入(入力)し、プリントアウトした書面に所属加盟団体の参加承認(承認印)を経た上、申込金の振込受領証のコピーを添えて、郵送(発送記録の残る方式を利用)または直接持参にて下記宛て申込むこと。さらに、必要事項を入力したデータファイルおよび振込受領証の写真を添付して、下記担当者宛に電子メールで送信すること。
　<留意事項>
1 選手の番号は、必ず試合時における帽子の番号と同一とすること。ただし、14番と15番の選手が出場する場合のみ、欠場する選手との入れ替えを認める。
2 備考欄に、キャプテンは「〇」を記載すること。
3 監督以外のスタッフは4名まで、メディカルスタッフ2名まで、ベンチに入る予定のメンバーを記入すること。
4 本選出場時に必要となるＡＤカード等に使用する選手・監督・スタッフ全員の顔写真(デジタルデータ)を期日までに提出すること。(準備の関係から最終予選会参加チームは暫定で全チーム提出すること。提出方法につては参加チーム宛通知する)
(4)申込み先
　　　〒160-0013　東京都新宿区霞ヶ丘４－２　Japan Sport Olympic Square８階
(公財)日本水泳連盟 第95回　日本選手権水泳競技大会　水球競技　係
(5)申込み締切日　9月3日(火)　午後4時必着
　　　※予選会の結果、本選参加資格を得たチームの申込書については、予選会通過の時点で事務局が受理したものとする。本選参加決定後、新たに申込金のみを支払うものとする。支払い方法については、該当チーム宛通知する。
(6)申込み金
1チームにつき　　30,000円
　郵便振替口座　東京　00130－1－5178　（公財）日本水泳連盟　
※振込用紙の通信欄に下記を明記し、振込受領書のコピーを申込書に添付すること
①大会名（＝日本選手権＜水球競技＞男子または女子）　　　　②チーム名 
③申込者氏名　　　　　④申込者の連絡先（携帯電話番号など）
◇組合せ抽選会及び監督者会議
　　　　9月8日(日)　日本学生選手権競技終了後～　相模原市立総合水泳場会議室
[bookmark: _GoBack]　※監督者かこれに代わるチームの代表者が出席すること。欠席の場合は事務局側で厳正な抽選を行うとともに、決定事項に関しては委任されたものとして扱う。
◇問合せ先(担当者)
(公財)日本水泳連盟 水球委員会競技本部
[bookmark: _Hlk11077114]【男子】南部健(ﾅﾝﾌﾞﾀｹｼ)　携帯電話：090-2913-1335 Ｅﾒｰﾙ：WP_JPN-Ch_Men@googlegroups.com
【女子】潮崎正一(ｼｵｻｷｼｮｳｲﾁ) 携帯電話：090-1998-5328 Ｅﾒｰﾙ：WP_JPN-Ch_Women@googlegroups.com
